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☆ご使用前に必ずお読み下さい☆
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、弊社は賠償の責を一切負いかねます。
◎当製品を取り付け、原付免許、原付登録のまま一般公道を走行されると違反となり、運転者ご本人が罰せられる対象となります。一般公道を走行
　される場合は、小型２輪以上の免許を取得し、必ず市町村の役所で原付２種の登録を行い、強制賠償保険の排気量アップの申請を行って下さい。
◎当製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎当製品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、上記適応車種、フレーム番号の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。

◎当製品の取り付けには、エンジン脱着等の作業が必要になります。上記適応車種にあった純正サービスマニュアルを参照し、確実に作業を行う事
　をお勧めします。
◎取り付けの際には、後記記述の工具等を準備し、取り付け要領に従って十分注意して作業を行って下さい。尚、この取扱説明書や純正サービス
　マニュアルは基本的な技能や知識を持った方を対象としております。取り付け等の経験の無い方、工具等の準備が不十分な方は、技術的信用の
　ある専門店へご依頼されることをお勧め致します。
◎ボルト、ナット、ノックピン、パッキン等の一部は再使用しますが、損傷、劣化が激しいものは再使用せず、必ず新品のものをご使用下さい。
◎燃料は必ず無鉛ハイオクタン価ガソリンをご使用下さい。
◎スパークプラグは、焼け具合により熱価を設定して下さい。尚、必ず抵抗入りのスパークプラグをご使用下さい。

◎出力アップと共に、発熱量が増大します。オイルクーラーの装着をお勧めします。

商品番号

適応車種

フレーム番号

：０１―０５―０１６１

：ＤＲＥＡＭ５０
：ＡＣ１５－１０００００１～

～特　徴～
　当製品は、排気量を５０㏄→８９㏄にアップ、圧縮比は１０．０：１→１１．６：１に、変更させるキットです。ノーマルのシリンダーヘッドを
　使用しますので、低価格で、手軽にパワーアップをお楽しみ頂けます。

ドリーム５０　Ｓステージキット（８９㏄）　取扱説明書

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

・この度は、弊社製品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で製品および価格は予告無く変更されます。予めご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた製品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて
　頂きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象
　となりません。
　なお、レース等でご使用の場合はいかなる場合もクレームは一切お受け致しません。予めご了承下さい。
◎この取扱説明書は、当製品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

 ・エンジンを回転させる場合は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
 ・ガソリンは、非常に引火しやすい為、一切の火気を避け燃えやすい物が周りに無い事を確認して下さい。又、気化したガソリンの滞留は、爆発
　 等の危険性がある為、通気の良い場所で作業を行って下さい。

　警告 この表示を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

 ・一般公道では、法的速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。
　　（法定速度を超える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジン及びマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルト及びナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品及びフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みがあれば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）※シリンダーヘッドは、必ず規定トルクで増し締めを行って下さい。
 ・ガスケット、パッキン類は、必ず新品部品を使用して下さい。また、再使用する部品については、よく点検し摩耗や損傷がある場合は、
　 必ず新品部品と交換して下さい。

注意 この表示を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。
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　ｂ．スパークプラグキャップ、クラッチケー
　　　ブルをエンジンから外します。ＡＣジェ

　　　ネレータカプラ、チェンジスイッチカプ
　　　ラの接続を外し、ワイヤーをフレームの
　　　クランプから外します。

　ｄ．チェンジペダルリンクのボルトを外し、　

　　　チェンジペダルリンクを取り外します。

２．水平で安全な場所でレーシングスタンド等
　　を用いて車両を確実に支えます。

３．エンジンの取り外し
  ａ．サイドカバーＬ、シート、フューエルコック

　　　レバー、フューエルタンク、 キャブレター、
　　　を取り外します。

　ｃ．Ｌ．クランクケースカバーのボルト５本を
　　　外し、Ｌ．クランクケースカバー、ノック
　　　ピン２個、ガスケットを取り外します。　
　　　ノックピン２個は、再使用しますので紛
　　　失しなようにして下さい。ドライブスプ

　　　ロケットの２本のボルトを外し、フィキ
　　　シングプレートとドライブスプロケット
　　　を取り外します。クランクケースのＬ．ク
　　　ランクケースカバー合わせ面に付着した
　　　ガスケット材をスクレイパー等できれい
　　　に剥がして下さい。

１．水平な場所でサイドスタンドで車両を確実
　　に支えます。これからの作業は必ず冷間時

　　（エンジン及びマフラーが冷えている時）に
　　行って下さい。エキゾーストパイプ／マフ
　　ラーを取り外します。

～取　り　付　け　要　領～

～商　品　内　容～

エギゾーストパイプ／マフラー
フューエルタンク

ストラップ

シート

Ｌ．サイドカバー

　・トルクレンチ
　・８ｍｍ、１０ｍｍ、１２ｍｍボックスレンチ
　・８ｍｍディープボックスレンチまたは８ｍｍＴ形レンチ
　・ヘキサゴン５ｍｍボックスレンチ（ロングタイプ）
　・８ｍｍスパナ

取付けに使用する工具等
　・プラスチックハンマー
　・スクレイパー
　・ウエス
　・針金または、ひも等

　・プラスドライバー大、中、小
　・マイナスドライバー（極細）
　・シックネスゲージ
　・ラジオペンチ

１

２

４

３

５

７ ６

８

９

１０

１１

番号 部　品　名 個数
１ シリンダー １
２ ピストン １
３ ピストンピン １
４ ピストンピンサークリップ ２
５ ピストンリングセット １
６ シリンダーヘッドガスケット １
７ シリンダーベースガスケット １
８ テンショナ－リフターガスケット １
９ Ｌ.クランクケースカバーガスケット １
１０ エキゾーストパイプガスケット ２
１１ 原付２種マークセット １
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４．シリンダーヘッド、シリンダー、ピストン
　　の取り外し

　ａ．シリンダーヘッドＬ．サイドカバーの、　

　　　スペシャルボルト／マウントラバー８本
　　　を外し、シリンダーヘッドＬ．サイドカ
　　　バーとパッキンを取り外します。シリン
　　　ダーヘッドカバーボルト４本とマウント
　　　ラバー４枚を外し、シリンダーヘッドカ
　　　バーとパッキンを取り外します。

　ｆ．リアエンジンハンガーのボルト２本と　
　　　ナット２個を下側から外し、エンジンを
　　　車体から取り外します。フレーム等に傷
　　　をつけないように注意して下さい。

　ｅ．エンジン下部にジャッキ等の適当な台を

　　　置き、エンジンを支えます。フロントエン
　　　ジンハンガープレートのボルト５本と
　　　ナット５個を外し、フロントエンジンハ
　　　ンガープレートを取り外します。

　ｂ．クランクシャフトを反時計方向に回し、カ

　　　ムシャフトのスリッパ部がバルブリフター
　　　を押していない状態で、フライホイールの
　　　“Ｔ”マークをＬ．クランクケースの合わせ
　　　マークに合わせます。

　ｃ．カムシャフトホルダーのボルトを外し、カ
　　　ムシャフトホルダーを取り外して、カム　
　　　シャフトを取り外します。

　ｅ．アイドルギアシャフトのソケットボルトを
　　　外し、アイドルギアシャフトを取り外しま

　　　す。カムチェーンからアイドルギアを取り
　　　外します。この時、カムチェーンがクラン
　　　クケース内に落ちないように針金などで　
　　　つっておいて下さい。

　ｄ．カムチェーンテンショナーのリフタスク　
　　　リューを外し、ストッパーを時計方向に
　　　マイナスドライバー（極細）で回して、
　　　リフタ部をロックします。ボルト２本を外
　　　し、カムチェーンテンショナーを取り外し
　　　ます。

　ｆ．シリンダーヘッドマウントソケットボル

　　　ト２本を取り外します。シリンダーヘッ
　　　ドフランジナット４個を対角に２～３回
　　　に分けて緩めて、フランジナット、　　
　　　シーリングワッシャを外し、シリンダー
　　　ヘッドを取り外します。

　ｇ．ノックピン２個、ガスケット、カム　　
　　　チェーンガイドを取り外します。　　　
　　　ノックピン２個は、再使用しますので紛
　　　失しないようにして下さい。

　ｈ．シリンダーのフランジソケットボルトを
　　　外し、シリンダーを取り外します。

　ｊ．ピストンピンサークリップや、ゴミがクラ
　　　ンクケース内に落ちないようにクランク
　　　ケース開口部をウエス等でふさぎます。

　ｉ．ノックピン２個、ガスケットを取り外し
　　　ます。ノックピン２個は、再使用します
　　　ので紛失しないようにして下さい。

　ｋ．ピストンピンサークリップを取り外し、
　　　ピストンピンを抜き取って、ピストンを
　　　取り外します。

　ｌ．クランクケースのシリンダー合わせ面に

　　　付着したガスケット材をスクレイパー等
　　　できれいに剥がして下さい。
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７．カムシャフトの取り付け

　ａ．クランクシャフトを反時計方向に回し、フ
　　　ライホイールの“Ｔ”マークをＬ．クラン
　　　クケースの合わせマークに合っているか
　　　を確認して下さい。

　ｂ．アイドルギアの歯面とベアリングにエンジ

　　　ンオイルを塗布します。アイドルギアシャ
　　　フトのＯ―リングにエンジンオイルを塗布
　　　します。クランクのタイミングスプロケッ
　　　トにカムチェーンがはまっている事を確認
　　　し、アイドルギアのスプロケット部にカム
　　　チェーンを取り付け、アイドルギアシャフ
　　　トを取り付けます。
　　　アイドルギアシャフトを回し、シャフト固
　　　定用ボルト穴の位置を合わせて、ソケット

　　　ボルトを規定トルクで締め付けます。
　　　トルク：１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

　ｃ．カムチェーンテンショナーのストッパー

　　　を時計方向に回し、リフタ部がロックし
　　　ている事を確認して下さい。カムチェー
　　　ンテンショナに付属のガスケットを取り
　　　付けて、シリンダーにボルト２本で規定
　　　トルクで締め付けます。
　　　トルク：１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）
　　　カムチェーンテンショナのストッパーを
　　　反時計方向に回し、ロックを解除します。

　　　カムチェーンテンショナのリフタスク　
　　　リューを取り付け、規定トルクで締め付
　　　けます。
　　　トルク４Ｎ・ｍ（０．４ｋｇｆ・ｍ）

　ｃ．カムシャフトホルダを取り付けます。カム
　　　シャフトホルダは識別マークに従い、正
　　　しい位置に取り付けて下さい。

　ｂ．カムシャフトのスリッパ部に二硫化モリ
　　　ブデン溶液を、ベアリング部にエンジン
　　　オイルを塗布し、インテークカムシャフ
　　　トをキャブレター側に、エキゾーストカ

　　　ムシャフトをエキゾーストパイプ側に、　
　　　カムギアに刻印された線がシリンダー　
　　　ヘッド上面に平行かつ文字が上を向くよ
　　　うに取り付けて下さい。

６．シリンダーヘッドの取り付け
　ａ．シリンダーヘッドの合わせ面をシンナー等
　　　で脱脂し、シリンダーヘッドを取り付けま

　　　す。スタッドボルトにシーリングワッ　　
　　　シャを４枚取り付け、フランジナットのネ
　　　ジ部と座面にエンジンオイルを塗布したも
　　　のを４個取り付けます。シリンダーヘッド
　　　マウントソケットボルト２本を取り付けま
　　　す。フランジナットを対角に２～３回に分
　　　けて規定トルクで締め付けます。
　　　トルク：２３Ｎ・ｍ（２．３ｋｇｆ・ｍ）

　　　シリンダーヘッドマウントソケットボルト
　　　を規定トルクで締め付けます。
　　　トルク：１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）
　　　シリンダーヘッドを仮止めしていたフラン
　　　ジソケットボルトを規定トルクで締め付け
　　　ます。
　　　トルク：１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

　ｃ．ピストンリングにエンジンオイルを塗布
　　　して、各リングが、滑らかに回転する事を
　　　確認して下さい。ピストンリングの合い
　　　口は、ピストンピン方向とその直角方向
　　　を避け、１２０度間隔にして下さい
　　　（上図参照）。

　ｄ．クランクケースとシリンダーの合わせ面
　　　をシンナー等で脱脂し、ノックピンと付
　　　属のシリンダーベースガスケットを取り
　　　付けます。

　ｅ．シリンダー内面とピストン外周面にエン
　　　ジンオイルを塗布して、ピストンリング
　　　を指で圧縮しながらシリンダーを取り付
　　　けます。

　ｂ．ピストン頭部の矢印を、エキゾースト方向
　　　に向け、付属のピストンピン、ピストンの
　　　ピン穴、コネクティングロッドの小端部
　　　にエンジンオイルを塗布して、ピストン
　　　ピンをさし、付属のピストンピンサーク
　　　リップを取り付けます。ピストンピン　
　　　サークリップの合い口はピストンピン穴

　　　の切り欠き部を避けて下さい。

　ｆ．シリンダーにフランジソケットボルトを仮
　　　り止めします。シリンダー上面をシンナー
　　　等で脱脂し、カムチェーンガイド、ノックピ
　　　ン２個、付属のシリンダーヘッドガスケッ
　　　ト取り付けます。　　

５．ピストンとシリンダーの取り付け

　ａ．ピストンにピストンリングを取り付けま
　　　す。トップリングは“Ｒ”、セカンドリン
　　　グは“ＲＮ”の文字が入っています。共に
　　　文字面を上面に向けて下さい。また、サイ
　　　ドレールには方向性はありません。（下図
　　　参照）ピストンを傷つけたり、ピストンリ
　　　ングを破損しないように注意して下さい。

トップリング

１２０゜

１２０゜１２０゜

セカンドリング

エキスパンダー
サイドレール

６０゜ ６０゜
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　カムシャフトホルダのボルトのネジ部と座面
　にエンジンオイルを塗布し、ボルトを少しず
　つ締めこんでカムギアの刻印線が傾いていな
　い事を確認して下さい。カムシャフトホルダ
　のボルトをカムギア側（I Ｎ Ｌ側及びＥＸ
　Ｌ側）から規定トルクで締め付けます。

　トルク：１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）
　クランクシャフトを反時計方向に回して、再
　度フライホイールの“Ｔ”マークをＬ．クラン
　クケースの合わせマークに合せた時にカム　
　ギアの刻印線がシリンダーヘッド上面に平行
　である事を確認して下さい。

　ｄ．カムシャフトとバルブリフタの間にシッ
　　　クネスゲージを入れ、インテーク、エキ　
　　　ゾーストのバルブクリアランスを測定し
　　　て下さい。バルブクリアランスは、イン　
　　　テーク、エキゾースト共に、０．１２ｍｍ
　　　～０．１８ｍｍです。

　IＮ Ｒ ＝インテークカムシャフト右側ホルダ

　IＮ Ｌ ＝インテークカムシャフト左側ホルダ　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（カムギア側）
　ＥＸ Ｒ ＝ エキゾーストカムシャフト右側ホルダ
　ＥＸ Ｌ ＝ エキゾーストカムシャフト左側ホルダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カムギア側）

８．ヘッドカバーの取り付け

　ａ．シリンダーヘッドカバーに、パッキンとカ
　　　ムシャフトエンドキャップを取り付けま

　　　す。

　ｄ．シリンダーヘッドＬ．サイドカバーにパッキ

　　　ンを取り付け、シリンダーヘッドにスペ　
　　　シャルボルト／マウントラバー８本で取り
　　　付け、規定トルクで締め付けます。
　　　トルク：１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

　ｃ．シリンダーヘッドカバーボルトを取り付
　　　け、シリンダーヘッドカバーにある“△”
　　　マーク側のボルトから、規定トルクで締
　　　め付けます。
　　　トルク：１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

　ｂ．シリンダーヘッドのカバー合わせ面の半
　　　月部にシール剤を塗布し、シリンダー　
　　　ヘッドカバーをシリンダーヘッドに取り
　　　付けます。マウントラバー４枚を“ＵＰ”
　　　マークが上に向くようにして取り付けま

　　　す。

９．エンジンの取り付け

　ａ．フレーム等に傷をつけないように注意して
　　　エンジンをフレームにセットして、リアエ
　　　ンジンハンガーのボルト２本を車体の左側
　　　からさし、ナット２個で仮り止めします。

　ｂ．フロントエンジンハンガープレートのボル
　　　ト４本を車体の左側からさし、ナット４個
　　　で仮り止めします。

　ｃ．ドライブチェーンを取り付けたドライブス
　　　プロケットを、カウンターシャフトに差し

　　　込みます。差し込みにくい場合は、エンジン
　　　を軽く揺すりながら差し込んで下さい。

　ｄ．ドライブチェーンに適度なたるみを持たせ
　　　たまま、仮り止めしたリアエンジンハン　

　　　ガーのナット２個と、フロントエンジンハ
　　　ンガープレートのナット４個を規定トルク
　　　で締め付けます。
　　　トルク：２６Ｎ・ｍ（２．７ｋｇｆ・ｍ）

　ｅ．ドライブスプロケットのフィキシングプ　
　　　レートを取り付け、２本のボルトを規定ト

　　　ルクで締め付けます。
　　　トルク：１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

　ｆ．クランクケースのＬ．クランクケースカバー

　　　合わせ面をシンナー等で脱脂し、付属のＬ．
　　　クランクケースカバーガスケットとノック
　　　ピン２個を取り付け、Ｌ．クランクケースカ
　　　バーをボルト５本で規定トルクで締め付け
　　　ます。
　　　トルク：１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

　ｇ．チェンジペダルリンクを取り付け、ボルトを
　　　規定トルクで締め付けます。
　　　トルク：１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

　ｈ．スパークプラグキャップ、クラッチケーブ

　　　ルをエンジンに取り付けます。ＡＣジェ
　　　ネレータ、チェンジスイッチのワイヤー
　　　をフレームのクランプに確実に取り付け
　　　ます。ＡＣジェネレータカプラ、チェンジ
　　　スイッチカプラを接続します。
　　　シリンダーヘッドから古いエキゾースト
　　　パイプガスケットを取り外し、キット内
　　　の新品のエキゾーストパイプガスケット

　　　を取り付けます。

　ｉ．キャブレター、フューエルタンク、シート、

　　　サイドカバーＬ、エキゾーストパイプ／
　　　マフラーを取り付けます。

１０．エンジン始動

　ａ．各部を点検し、ネジやナット等の緩みが無
　　　いかを確認します。

　ｂ．エンジンオイルが規定量入っているか確
　　　認して下さい。

　ｃ．風通しが良く、安全な場所で十分注意して

　　　エンジンを始動して下さい。エンジン内
　　　部にエンジンオイルがいきわたるまで約
　　　５分間、アイドリングでおいておきます。

　ｄ．エンジンからの異音や、各ガスケット部か
　　　らのオイルもれが無いか点検して下さい。
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トランスミッション ドライブスプロケット ドリブンスプロケット

ノーマル５速 １６ ４３（ノーマル）

弊社製６速 １５ ３８

１１．お願い

ａ．排気量をアップしたにもかかわらず、原付免許、原付登録のまま一般
　　公道を走行されると違反となります。一般公道を走行される場合は、　

　　小型２輪以上の免許を取得し、必ず市町村の役所で原付２種の登録を
　　行い、強制賠償保険の排気量アップの申請を行って下さい。

ｄ．更なる出力アップには、

　　・ＰＥ２４ビッグキャブキット：０３－０５－０２３
　　・ハイパーカムシャフト：０１－０８－０３５
　　をお勧めします。

ｂ．原付２種の登録を済ませ、付属の原付２種マークをお貼り下さい。

ｃ．当製品を取り付けると、出力アップしますので、ＳＴＤスプロケット
　　のままではローギアになりすぎ、各部の摩耗が激しくなります。
　　スプロケットのハイギアー化を行って下さい。　　

ｅ．この製品を取り付けると出力アップに伴い、エンジン発熱量も増大し
　　ます。エンジンに長時間負荷を与える走行には、オイルクーラーの装
　　着をお勧めします。

　　・推奨スプロケット（体重６５ｋｇ時）

〒５８４－００６９
　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

　ＴＥＬ　０７２１―２５―１３５７
　ＦＡＸ　０７２１－２４－５０５９

　ＵＲＬ　http://www.takegawa.co.jp


